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               審   査   の   要   旨 
以上の結果から、この審査対象論文の学術的意義は、発展途上国における女性の環境保全管理に関する
エンパワメントの可能性を起業・ビジネスとリンクさせて述べた点である。ビジネスと環境保全は相互
補完する可能性があり、貧困層にも有効な持続可能な対策となることが言える。また、女性のエンパワ
メントには、地元に根付いた互助組織の法的・政策的支援が有効であることも、ジェンダー研究などに
おいて高い貢献度を見ることができる。 
令和２年１月１５日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って合格と判定された。 
よって、著者は博士（環境学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
